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巻　頭　言

長
岡
市
長
（
全
国
市
長
会
長
）

森
　
民
夫

米
百
俵
の
精
神
で
、
世
界
と
交
流

長
岡
市
は
、
日
本
一
の
大
河
・
信
濃
川
が
市
の
中
央
を
流
れ
、
守
門
岳
か
ら
日
本
海
ま
で
八
四
〇
k㎡
の
面
積
を
持

つ
人
口
二
八
万
人
の
ま
ち
で
す
。
戊
辰
戦
争
（
一
八
六
八
年
）
と
長
岡
空
襲
（
一
九
四
五
年
）
と
い
う
二
度
の
戦
禍
に

遭
い
な
が
ら
も
、
そ
の
度
に
、「
米
百
俵
」
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
市
民
の
力
で
復
興
を
成
し
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
中
越

大
震
災
を
は
じ
め
と
し
た
相
次
ぐ
災
害
に
も
、「
人
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り
」
の
精
神
で
「
創
造
的
復
興
」
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

長
岡
市
は
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
や
ド
イ
ツ
の
ト
リ
ア
ー
市
な
ど
、
五
つ
の
都
市
と
姉
妹
都
市
・
友
好

都
市
を
結
び
、
二
十
三
年
に
わ
た
り
青
少
年
教
育
を
中
心
に
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
な
ど
相
互
交
流
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
な
か
で
も
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
と
の
青
少
年
交
流
は
高
く
評
価
さ
れ
、
全
米
最
優
秀
姉
妹
都
市
賞
を
二
回
受

賞
し
て
お
り
ま
す
。
近
年
は
、
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
攻
撃
の
指
揮
を
執
っ
た
連
合
艦
隊
司
令
長
官
の
山
本
五
十
六
の
出
身

地
が
本
市
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ホ
ノ
ル
ル
市
と
平
和
を
テ
ー
マ
に
市
民
交
流
も
始
ま
り
ま
し
た
。
ゆ
く
ゆ
く
は
、
平

和
と
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
長
岡
花
火
を
ホ
ノ
ル
ル
市
で
打
ち
上
げ
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

二
〇
〇
一
年
に
開
設
し
た
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
「
地
球
広
場
」
で
は
、「
多
様
な
人
々
が
出
会
っ
て
、
思
い
や
課
題

を
共
有
し
、
地
域
社
会
で
協
働
す
る
こ
と
（
出
会
い
→
共
有
→
協
働
）」
を
理
念
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
主
体
の
日
本
語

支
援
活
動
や
国
際
交
流
・
協
力
活
動
な
ど
を
通
じ
、
顔
と
顔
が
繋
が
る
関
係
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

取
組
は
、
普
段
か
ら
の
地
域
づ
く
り
や
緊
急
時
の
外
国
籍
市
民
支
援
に
も
活
か
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
大
災
害
を
経
験
し
た
本
市
は
、
災
害
教
訓
や
復
興
事
例
を
全
国
や
海
外
の
被
災
地
へ
伝
え
て
い
く
こ
と
も

重
要
な
使
命
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
二
〇
〇
八
年
の
中
国
四
川
大
地
震
の
際
に
は
、
発
生
直
後
か
ら
中
国
政
府
の
幹

部
の
方
な
ど
視
察
団
が
数
回
見
え
ら
れ
、
延
べ
約
二
百
名
が
本
市
で
震
災
復
興
の
た
め
の
意
見
交
換
や
現
地
視
察
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
震
源
地
に
近
く
被
害
が
大
き
か
っ
た
都
江
堰
市
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
絵
本
を
中
心

に
約
五
〇
〇
〇
冊
の
図
書
を
、
こ
の
四
月
に
小
学
校
図
書
館
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。
被
災
地
同
士
の
交
流
が
、
文
化
交

流
に
と
ど
ま
ら
ず
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と
発
展
し
、
さ
ら
に
友
好
な
関
係
を
築
い
て
い
け
れ
ば
と
思
い
を
膨
ら
ま
せ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
本
市
で
は
、
様
々
な
分
野
で
国
際
交
流
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
基
本
と
な
る
も
の
は
、「
人
づ
く
り

は
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
「
米
百
俵
」
の
精
神
で
す
。
今
後
も
、
外
国
籍
市
民
や
海
外
の
都
市
と
の
交
流
を
通
し
、

お
互
い
の
良
い
と
こ
ろ
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
市
民
や
関
係
者
と
と
も
に
、
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
　


